


 

 

  

「現代は、誰にも希望が与えられているような時代ではなくなりました。 

そんな時代に生きる私たちは、何を考え、どんな行動に踏み出していけばよいのでしょうか。」 

「社会に生きる多くの人が、希望はないと感じるようになった理由は、何なのでしょうか。 

希望が前提でなくなった時代、私たちは何を糧に未来へ進んでいけばいいのでしょうか。」 

(玄田有史著『希望のつくり方』より) 

玄田先生は、希望をめぐるこうした疑問を明らかにしようと、研究仲間と「希望学」の研究をはじめ、 

岩手県釜石市で聞き取り調査をし、希望にまつわる多くの人々の声に耳を澄まして来られました。 

東日本大震災から5年目の秋、様々の課題を抱えている今、玄田先生の語りに耳を傾けながら、 

世代を越えて、未来に向かう道を模索したいと願っております。 

1964年生まれ。東京大学経済学部卒業、1992年学習院大学専任講師、

2000年より 同大学教授。その間、ハーバード大学、オックスフォード 

大学などで客員研究員を務める。2002年東京大学社会科学研究所助教

授、2007年より同大研究所教授 （現任）。専門は労働経済学。著書に

『仕 事のなかの曖昧な不安』（中央公論 新社／サントリー学芸賞、日経・

経済図書文化賞を受賞）、『希望のつくり方』 （岩波書店）など著書多数。 

講師 

玄田 有史氏  
東京大学社会科学研究所 教授 

ゲスト 

岩崎 昭子氏  
浜辺の料理宿「宝来館」女将 

岩手県釜石市の根浜海岸で、先代がはじめた「宝来館」を20代半ば

で継ぎ、現在に至る。東日本大震災では旅館も壊滅的な被害を受けた

が、日本・世界各地からの応援もあり、2012年1月に再オープン、

2015年4月にはリニューアルオープンした。聖学院大学では、釜石

市で復興支援活動を開始した2011年の秋からプログラムの実施や

現地学習等でお世話になっている。 

聖学院生や教職員が「釜石おいしい！」と心と胃袋

をつかまれた品々をメインに販売します。3日には、

「釜石・大槌郷土料理研究会」のお母さんたちによ

る郷土料理も登場!！ 

釜石・大槌郷土料理研究会 
2004年に海岸部の漁家の主婦と山間部の農家の主婦たちが会員となり、「地産地消」と

「郷土料理の伝承」を目的として発足。聖学院大学では2013年の冬から「郷土料理づ

くり」プログラム実施でお世話になっている。 

写真や動画を使った釜石の魅力紹介や聖学院大

学をはじめ、釜石での復興支援を通じてつなが

りのある団体の活動紹介を行います。 

さらに、3日には聖学院大学の復興支援活動の現

地コーディネーターとしてお世話になっている、

三陸ひとつなぎ自然学校の伊藤聡氏も来場予

定！！釜石話に花が咲く！ 

伊藤 聡氏 
一般社団法人三陸ひとつなぎ自然学校 代表 

 
■アクセス 

（公共交通機関ご利用のお願い） 

お車でのご来校はお断りいたします。 

JR宮原駅、JR西大宮駅より無料のスクールバスをご利用いただけます。 

 
2号館 

展示：４階２４０３教室 

模擬店：２号館前 

 
講演会：チャペル 
※雨天の場合は変更の可能

性あり 
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